
令和４年度 今治工業高等学校 シラバス 

教 科 工 業 科 目 生産システム技術 単位数 ２単位（選択） 

学 科 環境化学 学 年 ３学年  

学習目標 

電気や電子の基礎的事項から学び、生産現場において使用される電気・電子回路や各種セ

ンサーなどの知識や技術について理解する。 

また、生産管理システムの在り方について簡単に学ぶ。 

学習内容 

学習項目 評価規準【評価の観点】 

第１章 直流回路 

電気回路 

オームの法則 

    抵抗の性質 

    電流の熱作用と電力 

    電流の化学作用と電池 

 

第２章 磁気と静電気 

    電流と磁気 

    磁気作用の応用 

    静電気 

 

第４章 電気設備 

    電力供給システム 

    電気を利用した設備 

    電気設備使用上の安全確保 

 

第５章 電子回路 

    半導体・ダイオード・トランジスタ 

    集積回路・電源回路 

 

第６章 情報機器と電子部品 

    入力装置・出力装置 

 

 

第８章 機械技術 

    機械設備 

    

材料の加工技術 

・理科で学んだオームの法則を活用し、抵抗の直

列･並列回路や電力、電気エネルギーの計算につ

いて演習し、電気回路の基礎的な事項を理解す

る。中学校までに学んだ知識を思い出し、計算

力を身に付けている。【Ａ・Ｂ・Ｄ】 

 

 

・様々な機器に使われているモーターやアクチュ

エータなどの動作原理を理解するために必要

な、電気と磁気との関係について、基礎的な事

項を理解している。【Ａ・Ｂ・Ｄ】 

 

・発電、配電、屋内配線、電気設備について、家

庭や工場での例を取り上げ、実際に扱えるため

の基礎的事項を理解し、安全に取り扱える技能

を身に付けている。【Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ】 

 

・各種半導体素子についての基本的な仕組みを理

解している。【Ａ・Ｂ・Ｄ】 

 

・交直流変換ＡＣアダプターの原理を理解してい

る。【Ａ・Ｂ・Ｄ】 

 

・様々な機器に使われているセンサーやアクチュ

エータについての原理や用途など、基礎的な知

識を身に付けている。【Ａ・Ｄ】 

 

・ＭＣやＮＣ旋盤、産業用ロボットを取り上げ、

それらの仕組みや自動制御、ＦＡの概略を理解

している。【Ａ・Ｂ・Ｄ】 

・よく使われる金属材料やファインセラミック
ス、複合材料についての特徴や使い道について
理解している。【Ａ・Ｄ】 

評価の観点 【Ａ】関心・意欲・態度 【Ｂ】思考・判断・表現 【Ｃ】技能 【Ｄ】知識・理解 

評価方法 定期考査、出席状況、授業態度・意欲による総合評価 

教科書等 生産システム技術（実教出版） 

備 考 生産システム技術は選択科目であり、就職者対象に実施する。 

※評価規準は、学習の到達目標でもあります。 


